
和国。東寺方周辺の地域史講座と文化財めぐり 第 5回       30.10.25(本 )

山崎和巳・諸富文香

(多摩市教育委員会・学芸員)

「一ノ宮t聖蹟桜ヶ丘を中心として」

[コース]聖蹟桜ケ丘駅集合～一の官周辺～バス停(宝蔵橋か東寺方)解散
〔探訪距離]約 4k m
[テーマ]  ~の 宮周辺を知る
[キーワード]地域を語る文化財‐武蔵1国―之宮小野神社・杉本(一ノ宮)万平

[聖蹟桜ヶ丘駅]⇒  ①一ノ鳥居 。鳥居戸 。神奈川県水量標識 。一ノ官の渡し 。ケヤ

キ ⇒ ②武蔵国一之宮小1野神社・(木造随身侍像 【都指定】)⇒  ③落川・一の官遺

跡 → ④真明寺・杉本(―ノ宮)万平墓 ⇒ ⑤宝泉院・万平地蔵  ⇒  [バス停(宝

蔵橋か東寺方 ]‐
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語が設置したもので、その当時、多摩市が

属していたことがわかる資料―の下つとして

な部1分 |まありますがヽ 次|のキうに亥Jずれて‐
■ |‐ |.| ‐

1  
■ ‐          |||■

[〕争|ザ「挙1lⅢlll「:
1官渡じ」があらたといわれていますよ|‐■|

1京都に(当時東京府ソこ移1管さ4~Cから今年
1事業として、三多摩各れで様々 な催し物ゆゞ

訂
'3日

|、

'4日

の両日に「聖蹟桜ヶ二まつりJ
I:     |        ‐           |       

‐

事なお喜轟   雰7髯′賀,%
訪れる人 に々親しんでいただくようにこの

由来板を設置しました。     ■|‐  ‐            ―
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一ｔ
郎
ガ
明
神
社
　
百
草
八
幡
宮
よ
り
十
五
六
町
北
の
方
、
多
麻
川
の
南
岸

ち
軍
橋
ぽ

あ
り
。
（六
所
宮
よ
り
は
西
南

一
里
あ
ま
り
を
隔
つ
。
）
祠
官
新
田
氏

。
大
田
氏
両
家
よ

り
奉
祀
す
。
祭
神
は
難
の■
は都
鑓
が
り
。
後
、
デ
繊
ぽ
ぽ
申
財
び
穂
が
非
対
構
を
合
祭

し
て
三
神

一
碁
五
″
と
す
。

（祭
神
今
は
小
野
神
社

に
同

じ
。
）
『
旧
事
本
紀
』
に
饒
速

鴎
従
と
（地
神
二
代
難
濯
機
み聴
み軌
の
子
な
り
。）
こ
の
載
民
の
就
ぎ
離
に
降
臨
し
給
ふ

時
、
輔
佐
と
し
て
随
駕
し
給
へ
る
三
十
二
神
の
そ
の
一
神
に
し
て
、
即
ち
三
十
二
国
に

分
け
降
り
給
ふ
。
そ
の
時
信
濃
国
へ
は
天
表

群
っ鏡
、
武
蔵
国
へ
は
天
下

殺
っ鑓
階
臨

な
し
給
ひ
国
を
開
き
給
ふ
と
見
え
た
り
。

社
司
相
伝
ふ
、
神
代
の
音
当
社
下
春

〈叩

こ
の
地
に
上
り
給
ひ
し
獄
、
或
は
又
国

の
祖
の
神
ｋ
れ
ば
、
後
に
国
つ
神
た
ち
こ
れ
を
祀
り
給
ひ
し
敷
、
今
し
ち

べ
き
に

あ
ぃ
ず
。
社
伝
に
ｔ
の離
一
群
●鏡
・
ド
野
宮
村
小
駐
神
社

へ
遷
座
み
り
で
、
配
一協

魂
命
を
配
祀
な
し
小
野
神
社
三
神
と
な
せ
し
は
、
そ
の
時
世

講
ら
が
ら
ず
。
然
る

に
成
務
天
皇
の
御
宇
、
国
造
兄
多
毛
比
命
、
武
蔵
国
多
麻
の
地
に
府
を
開
き
給
ひ

し
後
、　
一
官
は
開
国
の
祖
神
、
小
野
官
は
同
郷
の
旧
社
な
れ
ば
、
国
造
崇
敬
あ
り

て
倉
稲
魂
命
と
共
に
合
せ
て
、
再
び
六
所
の
官
の
相
殴
に
遷
し
ま
ゐ
ら
せ
、
こ
れ

を
祀
る
に
国
社
の
礼
を
儲
け
ら
れ
じ
と

。な
り
。
又
毎
歳
五
月
五
日
六
所
宮
大
祭
の

辰
、
当
社
の
祠
官
府
中
に
至
り
、　
一
官
小
野
三
所
の
神
輿
を
供
奉
し
ま
ゐ
ら
せ
、

御
旅
所
に
お
い
て
捧
ぐ
る
所
の
神
幣
を
持
し
、
神
興
帰
社
の
折
も
又
供
奉
し
て
六

所
官
に
至
り
、
神
事
終
る
の
後
、
件
の
神
幣
を
守
護
し
て
直
ち
に

一
官
に
帰
り
、

当
社
の
内
殿
に
収
め
、
楽
盛
を
供
し
祭
具
を
な
す
を
旧
例
と
す
る
は
、
元
つ
社
な

れ
ゼ
な
つ
と
い
へ
り
。
按
ず
る
に
い
当
社

〓
官
の
事
旧
史
に
所
見
な
し
と
い
へ
ど

も
、
既
に
地
名
を

一
官
と
号
し
、
祠
を
も

一
官
と
称
し
た
る
は
、
開
国
の
祖
神
第

一
に
鎮
座
な
し
給
ふ
が
故
に
、
か
く

一
官
と
は
称
し
た
り
し
と
お
ぼ
し
く
、
旧
祠

な
る
事
疑
ふ
べ
く
も
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
依
つ
て
考
ふ
る
に
、
『
東
鑑
』
治
承
五
年
四

月
二
十
日
、
小
山
田
二
郎
重
一成
い
平
太
弘
貞
が
所
領
を
自
ら
の
所
領
に
注
し
加
ふ

る
と
云
ふ
条
下
に
は
、
多
磨
郡
の
内
吉
富
な
ら
び
に

一
宮
蓮
光
寺
等
の
地
名
を
載

せ
、
百
草
村
松
蓮
寺
所
蔵
の
建
久
四
年
の
経
筒
に
は
、　
一
宮
別
当
松
蓮
寺
と
銘
せ

り
。
し
か
る
時
は
建
欠
の
む
か
し
松
蓮
寺
当
社
の
別
当
た
り
し
歎
。
又
高
幡
村
金

剛
寺
に
存
す
る
所
の
、
文
永
十
年
の
鰐
口
の
銘
に
も
、　
一
官
田
人
鍋
師

源

恒
有

と
あ
り
て
、　
一
宮
の
地
名
往

々
見
あ
た
れ
り
。

一
札

続
，

一
官

よ
り
南

の
方
い
半

町
ば

か
り
を
隔

て

ヽ
耕

田
の
中

に
あ

り
。

樹

の
本

に
注
連

を
続

ら

せ
り
。

土
人
、

百
草

八
幡
宮

の

一
の
鳥
居

の
旧
跡

な
り

と

云

ふ
。

Ｔ

の
所

よ
り
百
草

の
八
幡
宮

へ
は
そ

の
問
几

そ
十
町
ば

か
り
あ
り
。
）

４

一　
小
野
神
社
と
称
す
。
南
多
摩

郡
多
摩
町

一
ノ
宮
。　
一
ノ
官
と
称
．

し
た
の
は
六
所
宮
（大
国
魂
神
社
）

の
一
の
宮
で
あ

る
か
ら

『延
喜

式
』
の
小
野
神
社
は
当
社
で
あ
ろ

う
と
も
い
う
。
な
お
も
と
は
多
摩

川
の
流
れ
に
近
い
所
に
あ
っ
た
の

を
、
山
寄
，
に
移
し
た
も
の
と
伝

え
る
が
、
も
と
も
と
多
摩
川
の
流

れ
が
変
わ
る
た
び
に
郡
境
も
動
揺

し
た
も
の
で
、
あ
る
い
は
府
中
市

に
あ
る
小
野
神
社
と
も
と
は
同

一

社
で
あ
っ
た
も
の
が
、
氾
濫
な
ど

の
理
由
に
よ
り
二
箇
所
に
分
か
れ
、

一
方
を
旧
址
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
も
の
か
と
ヽ
考
え
ら
れ
る
。

二

『先
代
旧
事
本
紀
』
。
旧
事
紀

と
も
い
う
。
平
安
初
期
編
纂
ど
い

わ
れ
る
。
著
者
不
詳
。

一

『
和
名
抄
』
の
多
摩
郎
小
野

邦
に
つ
い
て
は
、
多
摩
川
左
岸
の

地
と
す
る
説
と
右
岸
の
地
と
す
る

説
と
が
あ
る
。
前
説
は
府
中
に
小

野
神
社
が
存
す
る
事
業
を
根
拠
と

す
る
。
後
者
は

『大
日
本
地
名
辞

書
』
な
ど
の
説
で
、
関
戸
の
南
に

小
野
路
と
い
う
地
名
が
あ
る
こ
と
、

関
戸
の
西
に
一
宮
小
野
神
社
が
あ

り
、
式
内
の
古
社
と
も
考
え
ら
れ

る
点
か
ら
、
小
野
郷
を
河
北

（多

摩
川
の
左
岸
）
に
求
め
る
べ
き
で

は
な
い
と
す
る
も
の
で
、
七
党
の

一
た
る
横
山
党
の
担
が
小
野
を
家

号
と
し
た
事
実
だ
も
注
意
し
て
い

る
。

一一　
た
と
え
ば
千
葉
・
山
梨

´
愛

知

・
兵
庫

・
岡
山

・
熊
本
県
等
に

一
官
を
称
す
る
市
町
村
名
が
あ
る
。
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・―の宮遺跡の地形 (1/20000),(★ =調査地点)
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おちかわ

落川 ‐―の宮遺跡

落川 ―ヽの宮這跡
｀

は、主に、古墳時代前

期から鎌倉時代まで、

約 1千年 間も連綿と

続いた集落です。す

ぐ東側には武蔵国―

の宮といわれている

小野神社があります。

また、縄文時代晩期・

弥生時代中期の遺構

も発見されています:平安時代中頃以降、

武士集団が興つてきて屋敷を構えますが、

集落は鎌倉幕府の減亡と共に姿を消 しま

す。その後:道路、用水、田畑が幾層にも

重なつて土地利用され、江戸時代初期に再

び集落が形成されました。      ,
住居跡を|まじめ各種の遺構とともに、土

器、石器、金属器、木器などの這物が豊富

に出土しましたg特に、武士団の発生を裏

づける武具・馬具、四面に縁側のつく大規

模な建物が多く発垣堕血意 した。東国の

古代から中世社会に変換してし`く様子が、

具体的に解明さrtた遺跡です。
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平安時代になると、丘陵の開発がさらに進み、
.「御牧」

とよばれる官営の牧場がつくられた。そのうち小野牧は、

現在の多摩市・稲城市周辺にあつたと推定されている。

牧の制度自体は7世紀末に登場していたが、次第にうま

く働かなくなり、新たな制度が求められていた。そこで成

立したのが、国が直接管理する「御牧」の市1度である。

月ヽ野牧はもともと陽成上皇の私的な牧であつたが、承平

元年(931)、 御牧に指定され、京の官人たちが使うための馬

を供給するようになった。

6

ニアドノUレーンによる

▲動 陶器

A掘立柱建物跡群

牧名 種類
li「■華
=翻
錠地

1日郡 現在

槍前牧 諸国牧 馬

埼玉県児玉郡 卜軍町

”貝
一
巨
コ

那

菖
三

埼玉県児玉郡美里町

泉泉都台東区

神崎牧 諸国牧 牛 豊島 東京都新宿区

石川牧 御 牧
都築 神奈川県横浜市

多磨 果京都八王子市

4ヽlll牧 御  牧 馬 多磨 東尿都あきる野市

由比牧 御  牧 馬 多層 果只都八王子市

立野牧 御 牧 馬
繰
一舞
一駐

―

ト

ー

ト

ー

神奈川県横浜市

泉京都府中市・」 ‖市

埼玉 県大 冨市

小野牧 御  牧 馬 多磨 泉宗都多摩市 稲城市

秩父牧 御  牧 散
埼玉県秩父部長澤町 (石日牧 )

埼玉県児玉∃β神泉村 (阿久原牧)

言巨ELD牧 /テ多摩南史通史編一」より

図 12:多摩市周辺の「牧」推定地
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奈良時代からあつた小野神社

小野神社の創建年代は、社伝に「安寧天皇18年 2月 初未Jと

あるものの、はっきりとしたことは分かりません。

「小野神社Jの存在が分かるもっとも古い史料は、宝亀3年

(772)の 大政官符です。この大政官符には、天平勝宝7年

(755)年の大政官符が引用されており、そこに「多磨郡□野

社」の名が見えています。このことから、少なくとも多磨郡

には、「小野神社」という名前の神社が奈良時代には存在して

いたことが分かります。その後の元慶8年 (884)|~は 「小野

神」が神階を上げられた記事が見え_ま す。さらに10世紀前半

に成立した『延曇式』神名帳に載せられていることなどから、

古くより朝廷や国の保護・管理を受ける神社として存在して

いたことが分かります。

〓諄一一一一一

太政官符
重
複製)(772)/多

摩市教育委員会所蔵 原資料天理大学附属夫理図書館所蔵

小野神社の初見史料。「太政官符Jは、すべての官庁を統括する官庁「太政官」

から下される文書。本資料は長年その存在を知られていなかったが、昭和32年

(1"7)に 『弘文荘善本目録』に掲載された
ことにより知られることになっな。

卜

1喜暑冤県費讐〕保誼菫夕農主神の崇りとされたので調べたところ、天平勝

宝7年 (755)の大政官符に「幣畠に預かる神社Jと して、出雲伊波比神を合め

た4社が示されていた。その筆頭に挙げられているのが「多磨郡□野社Jで、こ

れが小野神社であると考えられる。ここから、小野神社が天平勝宝7年には朝廷

の幣吊を受ける神社であったことが分かる。

なお、神火事件は当時の政治情勢と密接なかかわりを持つているとみられ、

本事件でも、宝亀4年に当時の郡司の解任が命令されている。

日 本 三 代 実 録  府中市郷土の森戯 鹿 所蔵

六国史のうち六番日の勅撰正史。9世紀後半の清和 陽成 光孝天皇3代
の
電響&]亀″語措BTだ、11臨が陥fliJから間[五位Jに

表省Eと場塩τ暮ま番i4ずみら
の
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第2章 武蔵―富

―宮から六富と総社・六所宮 .

一宮とは、国の鎮守として定められた神社で、全国的に11

陛紀末から12世紀初めに成立しました。背景には、地方支配

の変化や、国衝在庁支配機構の成立により、神社が再編成さ

れ、国衛の管理下におかれることになったことなどが考えら

れます。

武蔵国の場合は、『吾妻鏡』治承5年 (1181)4月 20日 条の

「一宮」の記載が一宮の初見となります。『ネ申道集』の記載か

ら、武蔵国内には一宮小野神社を筆頭に、二宮小河神社

(現・二宮神社)、 三宮氷川神社、四宮秩父神社、五宮金鑽神

社、六宮杉山神社の六つの神社が編成されたことが分かりま

す。これらの神は、武蔵総社・六所宮 (現・大国魂神社)で

も祀られており、六所宮の例大祭 (く らやみ祭)では、一之

」ヽ野ネ申社 多摩市
平成 ]6年 (2004)1最影

宮から六之宮の神興が出御します。

一宮から六宮の位置は、武蔵七党など武士団の分布に深く

かかわっていると思われます。一宮小野神社は横山党・西党、

二宮小河神社は西党、三宮氷川神社は野与党・足立氏、四官

秩父神社は丹党・猪俣党、五宮金鑽神社は児玉党、六宮杉山

神社は横山党など、それぞれの武士団の影響下にあったと推

測されています。また、たとえば二宮小河神社の地頭職を持

つ西党日本氏が、鎌倉時代に国衛在庁官人であったように、

それぞれの武士団は、国衝と深いかかわりを持っていました。

こうした国衝と武士団のつながりが、武蔵国内の一宮制にも

影響したものと考えられます。

大国魂神社 (六所宮) 2004年撮影

総社とは、国府の近くや国府内に国内

の神霊を集めで祀った神社。かつて国司

は就任時に国内の神社を巡拝したという

が、総社の成立により、まとめて総社で

参拝できることになった。

六所官は、F吾妻鏡J寿永元年 (1182)
8月 11日 条に初めて見えるが、成立は11

世紀頃と推測される。武蔵国は、相模・

上野国などとともに、総社の勢力が比較

的強かった地域と考えられる。

六所宮では、一時、六所に関する正しい伝

承が失われていたが、文政年間、猿渡盛章に

より由来が判明し、国内六社を祀り直 した。

この六社は中世の六所と同一と思われる。た

だし杉山神社には論社が多く存在する。また

水川神社、金鑽神社は、それぞれ一官・二宮

とも名乗る。

さいたま市

平成16年 (2004)

横浜市緑区西八朔

平成 16年 (2004)
秩父神社 秩父市

平成 16年 (2004)撮 影
LJ□久夫氏提供

金 鎮 神 社  児玉郡神川村
平成 16年 (2004)撮 影

8

二宮神社 あきる野市
平成 16年 (2004)撮影

氷川神社



官は小野神社を分鎮したもの」と伝えられているとのことである。なお、神社

に関連した小名に鳥居戸・外馬場・市場口がある。

一ノ宮の渡し

多摩川には一ノ官と関戸に渡しがあった。中河原
・府中へかよう渡し船であ

る。冬は芝橋を渡し、夏はこの船で往来の便をはかっていた。しかし、明治 6

年、関戸の渡し船は、関戸から一ノ宮:こ養子入りした浅右衛門
の子某とともに、

渡船場の権利も同村に渡った。この権利をめぐって事件が起こつた。関戸村は

翌 7年、新規に渡し場設置の申請を県に出すこととなった。明治 8年 9月 から

は 2つが並存し、関戸橋が完成 (昭和12年)するまで続いていた。渡船場への

入り口付近と思われる所に「水量標零点ナリ、明治十五年四月神奈川県聴」と

記された水量標がある。

一ノ宮の神輿

毎年 5月 5日 に行なわれる大国魂神社 (府中市)の祭礼は「くらやみ祭り」

といわれ、喧嘩神輿でも全国的に有名であった(遠い音には6社の神輿が一同に

会したといられる)。 この祭りには、中世以来一ノ宮の神輿をかついで参加し

ており、道路事情が悪化する最近 (昭和33年)ま で続いていた。この神輿につ

いては、終戦直後の昭和21年、関戸橋で外国人の車とすれちがい、外車のガラ

スを割ったことからビストルを向けられるという事件が起こった。この時は府

中警察署長の立会で、一ノ官が当時の金で千円支払うことで示談したという
エ

ピソードがある。また、昭和33年には多摩自然動物公園の開園式が祭礼と重

なったため、その帰り車で延々と渋滞したり、祭礼も昼間行なわれるように

なったこともあり、神輿の参加がなくなったとのことである。

一ノ宮の変遷

一ノ宮村は武蔵国多西郡川辺領、後多摩郡日野領徳常郷土淵庄のうちとなっ

たが、明治に神奈川県多摩郡となり、町村合併により多摩村の大字となった。

9



宝亀 3年 (772)

元慶 8年 (884)

延長 5年 (927)

治承 5年 (1181)

建久年FBl(1190～ 98)

永徳 3年 (1383)

室町時代

天文 7年 (1538)

ヲこIE184「 (1590)

文禄 3年 (1594)

元禄 10年(1697)  ・

延亨 3年 (1746)  ・

明治元年 (1868)  ・

明治 4年11月    ・

明治 11年 11月    ・

明治22年 4月 1日    ・

明治26年 4月 1日  ・

昭和 18年 (1943)7月 1日

太政官符神祗官に小野社などに続けて奉幣を奉るよ

う命ずとある。

三代実録に武蔵国一ノ官と称された記載あり。

延喜式神名帳の多摩郡八座の一つに小野社の記載あ

り。

吾妻鏡に小山田三郎車成領が、訴訟により平太弘貞

に安堵の記録あり。

畠山重忠が小野社に鳥居を寄進

吉富郷 5カ村 (関戸、連光寺、一ノ宮、寺方、百草)

は、鎌倉公方足利氏満により鎌倉鶴岡八嗜官に寄進

関東管領上杉氏の支配

小田原北条氏の支配

徳川氏領

一ノ官村の検地が行なわれる。この頃桑島万

機t中山助六郎両氏の所領

徳川幕府領は曽我七兵衛知行地

連光寺地内に入会地ができ、当村の飛び地となる。

品川県に属す。

神奈り|1県に属す。

郡区町村編成により神奈川県南多摩郡に属す。

町村合併により多摩村 とな り大字の一つとなる。

三多摩は東京府に編入

。東京都成立

一ノ宮の小字

前田 (1～ 106番 地)       .´

前田とは、その名の通 り「(集落の)前にある田圃」 という意味で、居村

(小野神社のある所)の前、南側にあることからついた名であると思われる。

区域は東西に細長 く、以前はほとんど全てが田圃であつたと
ころで、現在当

10



万平の誕生

一ノ官万平こと、杉本万平は安永 8年

(1779)に一ノ宮村 (現・多摩市一ノ宮)で

生を受けました。万平の生家は、杉本家

本家と言われており、かつての本家は一ノ

官村の真明寺 (新義真言宗高幡金岡」寺末)

の東側に300坪程の敷地がありました。本

家はミ元禄年間頃まで桑嶋辱の領地の名

主を務めていたと伝わりますが、はつきり

としたことはわかりません。 しかし、寛永

多摩の任侠・一ノ官万平は、安永 8年

(1779)に多摩郡Tノ官村に誕生しました。

彼が生を受けた杉本家は、元禄年間ま

で桑嶋氏の領地の名主を務めていたと言わ

れていますが、詳しいことはわかっていま

せん。また、彼に関する史料は決して多い

とは言えません。

3頭観畜
小野神社の近くに、万平が安政 3年

(1856)4月 に建立したと言われる馬頭観

音があります:この石仏は死んだ馬を供養

するために建てたものと伝わり、現在でも

杉本家本家の方が普段から草取りなどをし

14年 (1637)の検地帳には、杉本家先祖

の庄右衛門の名が見え、当時は村一番の

広さの屋敷地を持っていたことがわかりま

魂

万平が、いつから任侠の道に入つたの

かも判然としませんが、下ノ官村・寺方村・

関戸村 (以上、現・多摩市)から由木村・

東中野村・大塚村 (以上、現
。人王子市)

までの地域に子分を抱えていたと言われて
人ヽ事

`p            . =

しかし、数少ない史料を見るだけでも(

彼が任侠として生きた姿が浮かび上がって

きま魂 それは金貸しあり、脇差の携行あり、

博打ありと、我々がイメァジするアウトロー

としての存在で魂

ここでは、地域の史料を中心に、全盛期

の万平に注目しま魂

て代々守り続けていま魂

杉本家の先祖は、農業とともに博労 (牛

馬の売買をする人)をしていたので、馬頭

観音への信仰は特に篤かつたと言われてい

ま魂

石仏の刻銘

【右
側
面
】

安
政
三
年
丙
辰
四
月
吉
日

【正
　
面
】

馬
頭
観
□

【左
側
面
】

杉
本
萬
平
■

■

馬豆頁観筐予平成22年 (2010)12月撮影



方平地蔵
安政5年 (1858)4月 、80歳の万平は原

~関
戸 (現・多摩市末寺方)の宝泉院 (真

義真言宗高幡金岡1寺末)門前に地蔵,通

称「万平地蔵」を建立しました。隼立に
つ

ぃては、方平があやゆた本々 を弔つためと

いう説やt萬霊塔であることから全ての命

を供養するためという説などがわりますが、

詳しいことはわかつていません。

宝泉院の前に石仏を建てたのは、万平

′わ

の葬儀が、菩提寺の真明寺 (現
・多摩市

一ノ宮)力 当`時無住だつたので、宝泉院で

行われたことが関係していると伝わりま魂

こあ地蔵の台石の側面には、寄進者と

思われる22名や相州煤ヶ谷 (現
。ネ申奈川

県愛甲郡清川村煤ヶ谷)の石工の為が見

えますLこのうち、熊蔵・長兵衛は、伊吹

丸の願主にも名を連ねていま丸

万平地蔵 [正面]
平成23年 (2011)2月撮影
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鯰
・
一簿

ガ手の墓

現在は多摩市=ノ 官
の真明寺の中に建て

られていますが、元々は寺院から南に
5～

6メートル離れた墓地にあり、昭和40年代

に移されました。

この墓は身内衆が寄進したもので、万平

の三十三回忌で亡くなつた月日にあた
る明

治29年 (1896)6月 10日 に建立され事
した。

墓石の正面には、
「杉本萬平Jと亥1まれ、

その隣には2代目を継いだ大塚 (現 :八
王

子市)の井上勘五郎と、万平の子分にあ

万平の墓 [全景]平成23年 (2011)2月 撮影

『

写鯰 ]紺就彼
の
言
｀
,T承
ヽ

たる東中野 (現
。人王子市)の堀口才治郎

の名を見ることができま魂

左側面には寄進者の名が見え、その内、

梅五郎は杉本姓を名乗る人物で、万平
地

蔵の台座にも名があり、梅五郎の跡継ぎ
の

藤二郎の条も見えま魂 長兵衛は伊吹
丸

の願主と万平地蔵の台石にも、その名があ

りま魂 政大は万平の子分ヽ 後に小
金

井小次郎の子分となる人物で現

任侠の人が博打のお守りとして万平
の墓石をかき、持ち歩いていた

[t r_=fi I :  :i■ tt r二 tr=「
=L‐ :_義 菫 蟄 議 曇 ふ 晨

/、 1也蔵 平成21年 (2009)11月 撮景ク
/御
厨利8召氏 (石仏調査会)提供

ム地蔵
六地蔵とは、六道 (地獄・餓鬼・畜生・

修羅 。人間・天上)のそれぞれにあつて

衆生の苦しみを救う6体の地蔵のことを言

いま魂 安攻 7年 (1860)2月、万平は寺

方村 (現・多摩市東寺方)の寿徳寺 (曹洞

宗大泉寺末)に六地蔵を奉納しました。

万平が六地蔵を寄進した理由はわかりま

せんが、万平が寄進したことは地蔵の刻銘

や寿徳寺の校害」簿 (寺院の所有する種々

の器財や資財をまとめた帳面)から矢口るこ

とができま現
数珠・宝珠 錫杖・幡を持つ地蔵ヽ 合掌をする地蔵の姿が見てとれる。
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